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株式会社アペックスの概要

基本情報

◆会社名 株式会社アペックス

◆設立 1975年4月

◆資本金 100百万円

◆代表者 代表取締役社長 景山 敏行

◆従業員数 84名（2022年10月末時点）

◆事業内容

1. 開発段階における試作受託

2. デザインモックアップ / 試作品 / 3Dモデリング / 機構設計 / 光学設計 /GUI・HMI開発サ
ポート / GUIシミュレーター / マルチメディア制作 / 映像制作 / 電子基板 /電子制御 / MC
加工 /3Ｄプリンター（ABS造形、光造形） / 二次処理 / 試作金型 / 注型

◆売上高 1,447百万円（2022年3月期）

◆拠点 東京都八王子市宇津木町 523番地1

➢ 1975年4月設立。家電向けデザインモデル事業をスタート。
➢ 創業より試作品製造に特化した企業として 家電機器/OA機器/自動車部品/医療機器/
アミューズメント機器等、多くの業界においてデザイン・ワーキングモデルを数多く手掛けてきた。

➢ 近年では 光学設計/電子制御/GUIデザイン の技術を取り入れて精巧かつ先進であること
が求められる自動車部品を中心とするメカトロニクス製品の研究開発/商品開発を支援。

アペックスは幅広い技術力を基に自動車部品を中心とする研究開発試作に強みを持つ
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セレンディップの投資戦略

モノづくり事業

BtoBサービスの拡充

1.DX、シェアード
IoT、AI、業務アプリケーション、
コンサルティングなど

2.CxO派遣・育成
人材サービスなど

1.自動車メーカー横断
電動パワートレーン、 センサー、 内装・外装
など

2.モノづくりにおける新たな柱の確立
医療機器、建設機など

1.スマート工場
省人化・自動化、ロボットなど

2.新技術
環境・省エネ、光・電子、新
素材など

既存投資分野の拡大
高成長・高収益分野

への参入

事業承継
プラットフォーム

セレンディップ・グループ 投資ポートフォリオ

テーマ

注力
分野

安定事業 成長事業

投資
比率 １０％７０％ ２０％

アペックスの完全子会社化は成長事業への投資に位置づけ

➢ アペックスは、自動車業界等において成長分野である領域で高い付加価値を有していることから当社の
投資ポートフォリオ上の成長事業への投資として位置付けている。
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セレンディップの投資戦略

バリューチェーン

付加価値
及び

ボラティリティ

研究
企画

デザイン

開発
設計
試作

組立
製造

販売 アフターサービス

これまでの
投資領域

➢ これまでは、付加価値は相対的に低いものの事業の安定性が高い（ボラティリティが低い）企業への
投資を行い、安定した事業基盤を構築。

➢ 今回のアペックスの完全子会社化は、バリューチェーン上の付加価値の高い領域への投資。

自動車業界のスマイルカーブ

バリューチェーン上の付加価値が高い領域への投資

http://www.apex-tokyo.co.jp/
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アペックスの子会社化で期待できるグループシナジー

三井屋工業／佐藤工業 アペックス
セレンディップ・
テクノロジーズ

①幅広い技術力
②デザイン
③トレンドとなる技術・
材料のキャッチアップ
④提案力

①顧客との強固な関係性 ①技術者派遣
②アプリケーション開発

①経営インフラの提供
②バックオフィス業務の効率化
③グループ財務機能

セレンディップ・ホールディングス

➢ グループ会社及びアペックスが持つ強みが相互に機能し更なる成長が見込める。

➢ 加えて、ホールディングスが持つインフラの提供により安定した経営基盤を構築。

アペックスの完全子会社化によりそれぞれの強みを生かした相互成長が可能
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グループシナジーの先行例 －HiConnexの開発－

HiConnexの開発においてグループシナジーが有効に発揮できることを実証

➢ 2022年10月にリリースした製造現場DX支援ツール「HiConnex」はグループ会社及びアペックスで
協業し開発。

➢ アペックスの子会社化により、セレンディップグループシナジーである「グループ会社の製造現場の課題
を解決し、かつ、そのノウハウを収益化に繋げるビジネスモデル」を今後も加速化させる。

三井屋工業

デザイン

アペックス セレンディップ・
テクノロジーズ

アプリ開発PoC

セレンディップ・ホールディングス

企画・販売
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自動車業界のトレンドの変化

自動車業界の技術トレンドの変化に伴いアペックスの技術力及び知見が高い付加価値に

➢ 自動運転における顧客価値の変化により自動車部品の事業環境に変化が生じている。

➢ 「高価値空間の提供」という自動車のバリュー領域において、アペックスの事業領域であるメカトロニクス
製品の技術及び知見が強みとなってくる。

自動走行機能の獲得

高価値空間の提供

■安全・安心の拡大

■有効活用時間の提供

■移動時間の質を向上

■外界認識の方法

■走行軌道計画の方法

■制御の方法

■通信の方法

■空き時間の有効活用

■外界認識技術

■高精度地図

■自動運転アルゴリズム

■自動運転ECU

■DBW,EPS

■通信技術

■高度自由度居室空間設計

■インフォテインメント・
HMI/UI/UX

主要価値 価値の分解

自動運転が提供する顧客価値 実現に向けた技術課題 達成手段 必要部品

外界センサ

ADAS/AD統合

ECU

通信機器

ドライバーモニ

タリング機器

Lv4市街地自動運転機能

移動時間の価値向上

Source：経済産業省『自動車部品産業の変遷に関する調査』を基に一部加工※ 赤囲みはアペックスに影響を及ぼす項目

自動運転に伴う車両部品構成の変化

https://news.mynavi.jp/article/20190604-836702/images/005l.jpg
https://response.jp/article/img/2019/10/15/327625/1463432.html?from=tpimg
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自動車研究開発費市場

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

トヨタ自動車㈱ 日産自動車㈱ 本田技研工業㈱ Source：各社有価証券報告書

リーマンショック CASE開発により研究開発増加傾向

主要自動車メーカーの研究開発費推移

直近10年間で各社平均3%を超える増加率

➢ リーマンショック後、各社研究開発費を大幅に削減したものの、市場投入車種減少による収益悪化に
加えて、CASE開発の必要性から研究開発費を増加。直近10年間でほぼ右肩上がりで推移している。
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disclaimer

本資料に関する免責事項

本資料には、当社又は当社グループに関連する見通し、計画、目標など
の将来に関する記述がなされています。これらの記述は、当社が現在入手
している情報に基づき、本資料の作成時点における予測等を基礎としてな
されたものであり、一定の前提（仮定）の下になされています。これらの
記述又は前提（仮定）が、客観的には不正確であったり、又は将来実現し
ないという可能性があります。
また、本資料に記載されている当社及び当社グループ以外の企業等に関

わる情報は、公開情報等から引用したものであり、かかる情報の正確性・
適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、また、これを保証す
るものではありません。



052-222-5306 https://www.serendip-c.com/
愛知県名古屋市中区錦 1-5-11

名古屋伊藤忠ビル

Contact Us

ir@serendip-c.com


